
8

鶴
間
和
幸
先
生
研
究
業
績

一　

著
書

『
秦
漢
帝
国
へ
の
ア
プ
ロ
ー
チ
』
山
川
出
版
社
、
一
九
九
六
年

＊
韓
国
語
版
：『

　

（
秦
漢
帝
国
ア
プ
ロ
ー
チ
）』D

.K
.S

.P
U

B
L

IS
H

IN
G　

H
O

U
S

E

、
二
〇
一
二
年

『
始
皇
帝
の
地
下
帝
国
』
講
談
社
、
二
〇
〇
一
年

『
秦
の
始
皇
帝
〜
伝
説
と
史
実
の
は
ざ
ま
〜
』
吉
川
弘
文
館
、
二
〇
〇
一
年

＊
韓
国
語
版
：
金
慶
浩
訳
『

（
秦
始
皇
帝
）』

、
二
〇
〇
四
年

『
始
皇
帝
陵
と
兵
馬
俑
』
講
談
社
学
術
文
庫
、
講
談
社
、
二
〇
〇
四
年

『
フ
ァ
ー
ス
ト
エ
ン
ペ
ラ
ー
の
遺
産　

秦
漢
帝
国
』
講
談
社
、
二
〇
〇
年

＊
中
国
語
版
：
馬
彪
訳
『
始
皇
帝
的
遺
産　

秦
漢
帝
国
』
広
西
師
範
大
学
出
版
社
、
二
〇
一
四
年

＊
台
湾
版
：
李
彦
樺
訳
『
始
皇
帝
的
遺
産　

秦
漢
帝
国
』
台
湾
商
務
印
書
館
、
二
〇
一
八
年

『
秦
帝
国
の
形
成
と
地
域
』
汲
古
書
院
、
二
〇
一
三
年

『
人
間
・
始
皇
帝
』
岩
波
新
書
、
岩
波
書
店
、
二
〇
一
五
年
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＊
中
国
語
版
：
楊
振
江
・
単
印
飛
訳
『
始
皇
帝　

秦
始
皇
和
他
生
活
的
時
代
』
中
信
出
版
集
団
、
二
〇
一
九
年

＊
韓
国
語
版
：
金
慶
浩
訳
『

 

（
人
間
始
皇
帝
）』A

K

、
二
〇
一
七
年

『
フ
ァ
ー
ス
ト
エ
ン
ペ
ラ
ー
の
遺
産　

秦
漢
帝
国
』
講
談
社
学
術
文
庫
、
二
〇
一
〇
年

二　

翻
訳

蘇
暁
康
編
『
黄
河
文
明
へ
の
挽
歌
│
「
河
殤
」
と
「
河
殤
」
論
』
学
生
社
、
一
九
九
〇
年

『
中
国
玉
器
発
達
史
』
上
下
、
科
学
出
版
社
、
二
〇
一
九
年
（
監
訳
鶴
間
和
幸
・
菅
野
恵
美
訳
）

三　

共
著

『
世
界
歴
史
大
系
中
国
史
1
』
山
川
出
版
社
、
二
〇
〇
三
年

『
日
本
に
と
っ
て
中
国
と
は
何
か
』
中
国
の
歴
史
一
二
、
講
談
社
、
二
〇
〇
五
年

＊
中
国
語
版
：
陳
柏
傑
訳
『
日
本
人
眼
中
的
中
国
』
台
湾
商
務
印
書
館
、
二
〇
一
七
年

『
世
界
歴
史
の
旅　

中
国
古
代
文
明
』
山
川
出
版
社
、
二
〇
〇
六
年

『
中
国
文
明
の
謎
』
Ｎ
Ｈ
Ｋ
出
版
、
二
〇
一
二
年

『
中
夏
文
明
の
誕
生
』
講
談
社
、
二
〇
一
二
年
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四　

編
著

『
岩
波
講
座
世
界
歴
史
3　

中
華
の
形
成
と
東
方
世
界
』
岩
波
書
店
、
一
九
九
八
年

『
世
界
四
大
文
明　

中
国
文
明
展
』
Ｎ
Ｈ
Ｋ
、
二
〇
〇
〇
年

『
四
大
文
明　

中
国
』
Ｎ
Ｈ
Ｋ
出
版
、
二
〇
〇
〇
年

『
辺
境
か
ら
中
華
へ
〝
帝
国
秦
へ
の
道
〞　

秦
の
始
皇
帝
と
兵
馬
俑
展
』
共
同
通
信
社
、
二
〇
〇
〇
年

『
よ
み
が
え
る
四
川
文
明
』
共
同
通
信
社
、
二
〇
〇
四
年

『
大
兵
馬
俑
展
』
産
経
新
聞
社
、
二
〇
〇
四
年

『
中
国
世
界
遺
産
の
旅
2
中
原
と
シ
ル
ク
ロ
ー
ド
』
講
談
社
、
二
〇
〇
五
年

『
始
皇
帝
と
彩
色
兵
馬
俑
展　

司
馬
遷
『
史
記
』
の
世
界
』
Ｔ
Ｂ
Ｓ
、
二
〇
〇
六
年

『
黄
河
下
流
域
の
歴
史
と
環
境
』
東
方
書
店
、
二
〇
〇
七
年

『
東
ア
ジ
ア
海
を
め
ぐ
る
交
流
の
歴
史
的
展
開
』
東
方
書
店
、
二
〇
一
〇
年

『
誕
生
！
中
国
文
明
』
中
央
公
論
新
社
、
二
〇
一
〇
年

『
東
ア
ジ
ア
海
文
明
の
歴
史
と
環
境
』
東
方
書
店
、
二
〇
一
三
年

『
宇
宙
と
地
下
か
ら
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
〜
秦
始
皇
帝
陵
と
そ
の
自
然
環
境
』D

_
C

O
D

E

、
二
〇
一
三
年

『
秦
の
始
皇
帝
と
兵
馬
俑
』
洋
泉
社M

O
O

K

、
二
〇
一
五
年

『
秦
の
始
皇
帝
と
兵
馬
俑
の
謎
』
別
冊
宝
島
、
二
〇
一
五
年

『
春
秋
戦
国
時
代
合
戦
読
本
』
宝
島
社
、
二
〇
一
七
年
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『
悪
の
歴
史
』
東
ア
ジ
ア
編
上
、
清
水
書
院
、
二
〇
一
七
年

『
東
ア
ジ
ア
古
代
都
市
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
探
る　

日
・
越
・
中
の
考
古
学
最
前
線
』
汲
古
書
院
、
二
〇
一
八
年

『
馬
が
語
る
古
代
ア
ジ
ア
世
界
史
』
汲
古
書
院
、
二
〇
一
八
年

『
始
皇
帝
全
史
』
株
式
会
社
カ
ン
ゼ
ン
、
二
〇
一
九
年

『
始
皇
帝
大
全
ビ
ジ
ュ
ア
ル
ブ
ッ
ク
』
ぴ
あM

O
O

K

、
二
〇
二
〇
年

『
俠
の
歴
史
』
東
洋
編
上
、
清
水
書
院
、
二
〇
二
〇
年

五　

論
文

「
漢
代
豪
族
の
地
域
的
性
格
」『
史
学
雑
誌
』
第
八
七
編
第
一
二
号
、
一
九
七
八
年

「
漢
律
に
お
け
る
墳
丘
規
定
に
つ
い
て
」『
東
洋
文
化
』
六
〇
、
一
九
八
〇
年

「
秦
漢
期
の
水
利
法
と
在
地
農
業
経
営
」『
歴
史
学
研
究
別
冊
特
集
│
一
九
八
〇
年
度
歴
史
学
研
究
会
大
会
報
告
』
一
九
八
〇
年

「
漢
代
に
お
け
る
関
東
・
江
淮
豪
族
と
関
中
徙
民
」『
中
嶋
敏
先
生
古
希
記
念
論
集
』
上
巻
、
一
九
八
〇
年

「
天
心
の
中
国
認
識
│
『
支
那
南
北
の
区
別
』
を
め
ぐ
っ
て
」『
茨
城
大
学
五
浦
美
術
文
化
研
究
所
報
』
第
九
号
、
一
九
八
二
年

「
中
国
古
代
史
研
究
に
お
け
る
新
し
い
課
題
│
地
域
論
的
方
法
の
有
効
性
」『
史
学
通
信
』
第
六
号
、
一
九
八
二
年

＊
中
国
語
版
：「
漢
代
豪
族
論
與
地
域
史
研
究
」『
中
国
史
研
究
動
態
』
一
九
八
五
│
七
（
中
国
社
会
科
学
院
歴
史
研
究
所
）
一
九
八

五
年

「
中
国
古
代
の
水
系
と
地
域
権
力
」『
佐
藤
博
士
退
官
記
念
中
国
水
利
史
論
叢
』
一
九
八
四
年
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「
秦
帝
国
の
形
成
と
地
域
│
始
皇
帝
の
虚
像
を
超
え
て
」『
歴
史
と
地
理
』
三
七
二
（
山
川
出
版
社
）、
一
九
八
六
年

＊
中
国
語
版
：「
秦
帝
国
的
形
成
與
地
域
│
文
化
的
統
一
與
地
域
」『
中
国
秦
漢
史
研
究
会
通
訊
』
第
一
二
期
、
一
九
八
六
年

「
漢
代
皇
帝
陵
・
陵
邑
・
成
国
渠
調
査
記
（
1
）
│
皇
帝
陵
の
位
置
の
比
定
と
形
式
分
類
」『
茨
城
大
学
教
養
部
紀
要
』
第
一
九
号
、
一
九

八
七
年

「
漳
水
渠
・
都
江
堰
・
鄭
国
渠
を
訪
ね
て
│
秦
帝
国
の
形
成
と
戦
国
期
の
三
大
水
利
事
業
」『
中
国
水
利
史
研
究
』
第
一
七
号
、
一
九
八
七

年「
漢
代
皇
帝
陵
・
陵
邑
・
成
国
渠
調
査
記
│
陵
墓
・
陵
邑
空
間
と
灌
漑
区
の
関
係
│
」『
古
代
文
化
』
第
四
一
巻
第
三
号
、
一
九
八
九
年

「
秦
漢
比
較
都
城
論
│
秦
咸
陽
・
漢
長
安
城
の
建
設
プ
ラ
ン
の
継
承
」『
茨
城
大
学
教
養
部
紀
要
』
第
二
三
号
、
一
九
九
一
年

「
古
代
中
華
帝
国
の
統
一
法
と
地
域
│
秦
帝
国
の
法
の
統
一
と
そ
の
虚
構
性
│
」『
史
潮
』
新
三
〇
号
、
一
九
九
二
年

「
秦
帝
国
に
よ
る
道
路
網
の
統
一
と
交
通
法
」
池
田
温
編
『
中
国
礼
法
と
日
本
律
令
制
』
東
方
書
店
、
一
九
九
二
年
三
月

「
秦
帝
国
の
形
成
と
東
方
世
界
│
始
皇
帝
の
東
方
巡
狩
経
路
の
調
査
を
ふ
ま
え
て
」『
茨
城
大
学
教
養
部
紀
要
』
第
二
五
号
、
一
九
九
三
年

「
長
久
保
赤
水
と
中
国
歴
史
地
図
の
編
纂
」（
周
振
鶴
と
の
共
著
）『
五
浦
論
叢
』（
茨
城
大
学
五
浦
美
術
文
化
研
究
所
紀
要
）
第
一
号
、
一

九
九
三
年

＊
中
国
語
版
：「
長
久
保
赤
水
和
他
的
中
国
歴
史
地
図
」（
共
著
）『
歴
史
地
理
』
第
一
一
輯
、
一
九
九
三
年

「
秦
始
皇
帝
諸
伝
説
の
成
立
と
史
実
│
泗
水
周
鼎
引
き
上
げ
失
敗
伝
説
と
荊
軻
秦
王
暗
殺
未
遂
伝
説
│
」『
茨
城
大
学
教
養
部
紀
要
』
第
二

六
号
、
一
九
九
四
年

「
古
代
巴
蜀
の
治
水
伝
説
の
舞
台
と
そ
の
背
景
│
蜀
開
明
か
ら
秦
李
冰
へ
」『
中
国
水
利
史
の
研
究
』
国
書
刊
行
会
、
一
九
九
五
年

＊
中
国
語
版
：「
古
代
巴
蜀
的
治
水
伝
説
及
其
歴
史
背
景
│
従
蜀
開
明
到
秦
李
冰
」
四
川
大
学
歴
史
系
編
『
中
国
西
南
的
古
代
交
通
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與
文
化
』
四
川
大
学
出
版
社
、
一
九
九
四
年

「
秦
始
皇
帝
陵
建
設
の
時
代
│
戦
国
・
統
一
・
対
外
戦
争
・
内
乱
」『
東
洋
史
研
究
』
第
五
三
巻
第
四
号
、
一
九
九
五
年

＊
中
国
語
版
：「
秦
始
皇
陵
修
築
的
時
代
│
戦
国
・
統
一
・
内
乱
・
外
争
」
秦
始
皇
兵
馬
俑
博
物
館
編
『
秦
文
化
論
叢
』
第
三
輯
、

一
九
九
四
年

「
秦
楚
の
争
覇
と
中
国
の
統
一
│
秦
と
楚
・
越
の
戦
争
の
背
景
」『
日
中
文
化
研
究
』
第
七
号
、
一
九
九
五
年

「
漢
代
に
お
け
る
秦
王
朝
史
観
の
変
遷
│
賈
誼
『
過
秦
論
』、
司
馬
遷
『
秦
始
皇
本
紀
』
を
中
心
と
し
て
」『
茨
城
大
学
教
養
部
紀
要
』
第

二
八
号
、
一
九
九
五
年

「
司
馬
遷
の
時
代
と
始
皇
帝
│
秦
始
皇
本
紀
編
纂
の
歴
史
的
背
景
│
」『
東
洋
学
報
』
第
七
七
巻
第
一
・
二
号
、
一
九
九
五
年

「
秦
始
皇
帝
の
東
方
巡
狩
刻
石
に
見
る
虚
構
性
」『
茨
城
大
学
教
養
部
紀
要
』
第
三
〇
号
、
一
九
九
六
年

「
秦
長
城
建
設
と
そ
の
歴
史
的
背
景
」『
学
習
院
史
学
』
第
三
五
号
、
一
九
九
七
年

「
黄
土
高
原
と
オ
ル
ド
ス
の
民
の
世
界
」『
黄
土
高
原
と
オ
ル
ド
ス
│
中
国
西
北
路
寧
夏
・
陝
北
調
査
記
│
』
勉
誠
社
、
一
九
九
七
年

「
中
華
の
形
成
と
東
方
世
界
」『
岩
波
講
座
世
界
歴
史
三　

中
華
の
形
成
と
東
方
世
界
』
岩
波
書
店
、
一
九
九
八
年

「
歴
史
の
叙
法
│
過
去
と
現
在
の
接
点
│
」『
岩
波
講
座
世
界
歴
史
一　

世
界
史
へ
の
ア
プ
ロ
ー
チ
』
岩
波
書
店
、
一
九
九
八
年

「
帝
国
と
支
配
」（
共
著
）『
岩
波
講
座
世
界
歴
史
五　

帝
国
と
支
配
│
古
代
の
遺
産
』
岩
波
書
店
、
一
九
九
八
年

「
秦
始
皇
帝
長
城
伝
説
と
そ
の
舞
台
│
秦
碣
石
宮
と
孟
姜
女
伝
説
を
つ
な
ぐ
も
の
│
」『
東
洋
文
化
研
究
』
第
一
号
、
一
九
九
九
年

＊
中
国
語
版
：「
秦
始
皇
修
長
城
的
伝
説
與
其
舞
台
│
秦
碣
石
宮
和
姜
女
伝
説
之
聯
系
」『
安
作
璋
先
生
文
集　

従
教
50
周
年
紀
年
文

集
』
泰
山
出
版
社
、
二
〇
〇
一
年

「
中
国
文
明
、
そ
の
伝
統
と
自
然
」『
世
界
四
大
文
明
中
国
文
明
展
』
Ｎ
Ｈ
Ｋ
、
二
〇
〇
〇
年
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「
中
国
文
明
へ
の
新
し
い
視
点
」『
四
大
文
明
中
国
』
Ｎ
Ｈ
Ｋ
出
版
、
二
〇
〇
〇
年

「
辺
境
か
ら
中
華
へ
〝
帝
国
秦
へ
の
道
〞」『
秦
の
始
皇
帝
と
兵
馬
俑
展
』
共
同
通
信
社
、
二
〇
〇
〇
年

「
秦
始
皇
帝
と
徐
福
伝
説
」『
東
ア
ジ
ア
史
の
展
開
と
日
本
│
西
嶋
定
生
博
士
追
悼
論
文
集
』
山
川
出
版
社
、
二
〇
〇
〇
年

「
文
明
と
自
然
と
歴
史
学
│
中
国
古
代
史
へ
の
ア
プ
ロ
ー
チ
」『
歴
史
遊
学
│
史
料
を
読
む
』
山
川
出
版
社
、
二
〇
〇
一
年
、『
増
補
歴
史

遊
学
』
山
川
出
版
社
、
二
〇
一
一
年

「
王
権
と
農
業
支
配
│
古
代
中
国
」『
岩
波
講
座
天
皇
と
王
権
を
考
え
る
』
第
三
巻
、
岩
波
書
店
、
二
〇
〇
二
年

「
漢
と
西
域
と
ロ
ー
マ
」『
文
明
の
道
三
海
と
陸
の
シ
ル
ク
ロ
ー
ド
』
Ｎ
Ｈ
Ｋ
出
版
、
二
〇
〇
三
年

「
よ
み
が
え
る
四
川
文
明
│
歴
史
と
伝
説
と
考
古
学
│
」『
よ
み
が
え
る
四
川
文
明　

三
星
堆
と
金
沙
遺
跡
の
秘
宝
展
』
共
同
通
信
社
、
二

〇
〇
四
年

「
秦
漢
帝
国
と
東
ア
ジ
ア
海
域
」『
東
ア
ジ
ア
海
域
を
め
ぐ
る
交
流
の
歴
史
的
展
開
』
東
方
書
店
、
二
〇
一
〇
年

「
中
国
文
明
か
ら
東
ア
ジ
ア
文
明
へ
│
文
明
の
多
様
性
と
多
元
性
」『
東
ア
ジ
ア
の
歴
史
と
社
会
』
放
送
大
学
教
育
振
興
会
、
二
〇
一
〇
年

「
古
代
中
国
の
水
利
灌
漑
」『
東
ア
ジ
ア
の
水
利
灌
漑
と
狭
山
池
』
狭
山
池
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
二
〇
一
一
、
二
〇
一
一
年

「
歴
史
学
と
自
然
科
学
│
始
皇
帝
陵
の
自
然
環
境
の
復
元
」『
環
境
と
歴
史
学　

歴
史
研
究
の
新
地
平
』
勉
誠
出
版
二
〇
一
〇
年

「
秦
都
咸
陽
與
秦
始
皇
陵
」『
一
統
天
下
：
秦
始
皇
帝
的
永
恒
国
度
国
際
学
術
研
討
会
論
文
集
』
二
〇
一
二
年

＊
中
国
語
版
：『
史
念
海
先
生
百
年
誕
辰
紀
念
学
術
論
文
集
』
陝
西
師
範
大
学
出
版
総
社
有
限
公
司
、
二
〇
一
二
年

「
秦
帝
国
の
水
利
と
自
然
」『
中
国
二
一
中
国
水
利
史
』
東
方
書
店
、
二
〇
一
二
年

「
東
ア
ジ
ア
海
文
明
と
環
境
へ
の
認
識
」『
東
ア
ジ
ア
海
文
明
の
歴
史
と
環
境
』
東
方
書
店
、
二
〇
一
三
年

（
共
著
）「
衛
星
デ
ー
タ
を
用
い
た
秦
始
皇
帝
陵
の
陵
園
空
間
に
関
す
る
一
考
察
」『
中
国
考
古
学
』
第
一
四
号
、
二
〇
一
四
年
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（
共
著
）「
古
代
中
近
世
東
ア
ジ
ア
世
界
に
お
け
る
日
中
関
係
史
」『「
日
中
歴
史
共
同
研
究
」
報
告
書
』
第
一
巻
古
代
・
中
近
世
篇
、
勉
誠

出
版
、
二
〇
一
四
年

（
共
著
）「
多
衛
星
デ
ー
タ
を
用
い
た
秦
帝
国
の
空
間
的
考
察
」『
学
習
院
大
学
国
際
研
究
教
育
機
構
研
究
年
報
』
第
三
号
、
二
〇
一
七
年

「
漢
武
帝
の
時
代
の
外
交
と
内
政
」『
東
ア
ジ
ア
古
代
都
市
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
探
る　

日
・
越
・
中
の
考
古
学
最
前
線
』
汲
古
書
院
、
二

〇
一
八
年

「
秦
始
皇
帝
陵
出
土
銅
車
馬
に
見
る
制
御
シ
ス
テ
ム
」『
馬
が
語
る
古
代
ア
ジ
ア
世
界
史
』
汲
古
書
院
、
二
〇
一
八
年

（
共
著
）「
衛
星
リ
モ
ー
ト
セ
ン
シ
ン
グ
デ
ー
タ
と
歴
史
資
料
を
用
い
た
秦
東
門
考
察
│
『
太
平
寰
宇
記
』
を
中
心
に
│
」『
学
習
院
大
学

国
際
研
究
機
構
研
究
年
報
』
第
四
号
、
二
〇
一
八
年

「
中
国
古
代
美
術
の
海
外
流
出
調
査
記
」『
東
方
学
』
第
一
三
七
輯
、
二
〇
一
九
年

「
中
国
古
代
美
術
の
海
外
流
出
調
査
記
（
そ
の
二
）」『
東
方
学
』
第
一
三
八
輯
、
二
〇
一
九
年

「
中
国
淮
北
平
原
調
査
記
」『
学
習
院
大
学
文
学
部
年
報
』
第
六
五
輯
、
二
〇
一
九
年

六　

小
論

『
中
国
史
入
門　

2
秦
漢
時
代
』（
共
著
）
山
川
出
版
社
、
一
九
八
三
年

「
最
近
の
中
国
に
お
け
る
古
代
史
分
期
問
題
の
討
論
│
中
国
古
代
史
分
期
問
題
学
術
討
論
会
綜
述
」『
中
国
研
究
月
報
』
三
七
六
号
、
一
九

七
九
年

書
評
：
木
村
正
雄
著
『
中
国
古
代
農
民
叛
乱
の
研
究
』　
『
史
学
雑
誌
』
第
八
九
編
第
五
号
、
一
九
八
〇
年
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「
一
九
七
九
年
の
歴
史
学
界
│
回
顧
と
展
望
：
戦
国
秦
漢
」『
史
学
雑
誌
』
第
八
九
編
第
五
号
、
一
九
八
〇
年

＊
史
学
会
編
『
日
本
歴
史
学
界
の
回
顧
と
展
望
12
中
国
│
殷
〜
漢
』
山
川
出
版
社
、
一
九
八
七
年
所
収

「
万
里
の
長
城
は
外
敵
を
ふ
せ
げ
た
の
か
」『
歴
史
地
理
教
育
』
四
一
〇
、
一
九
八
七
年

＊
歴
史
教
育
者
協
議
会
編
『
一
〇
〇
問
一
〇
〇
答
世
界
の
歴
史
』
河
出
書
房
新
社
、
一
九
九
〇
年
所
収

「
金
縷
玉
衣
に
包
ま
れ
た
中
山
王
夫
妻　

満
城
漢
墓
」『
歴
史
読
本
ワ
ー
ル
ド
特
別
増
刊
』
一
九
八
七
年

＊
『
世
界
謎
の
古
代
文
明
』
新
人
物
往
来
社
、
一
九
九
二
年
加
筆
採
録

「
始
皇
帝
の
時
代
と
背
景
│
始
皇
帝
の
実
像
と
虚
像
」『
特
別
公
開
始
皇
帝
陵
の
倣
秦
銅
馬
車
と
兵
馬
俑
』
一
九
八
七
年

「
戦
国
中
山
陵
」『
高
校
通
信
・
東
書
』
一
四
五
、
一
九
八
八
年

「
兵
馬
俑
坑
│
地
下
に
配
備
さ
れ
た
壮
大
な
軍
陣
地
」『
朝
日
百
科
世
界
の
歴
史
』
一
二
、
一
九
八
九
年

「
秦
の
始
皇
帝
の
天
下
統
一
と
騎
馬
軍
団
」『F
R

E
N

D
R

Y

』V
o
l.

一
八
、
一
九
八
九
年

書
評
：
大
櫛
敦
弘
「
漢
代
の
中
家
の
産
に
関
す
る
一
考
察
│
居
延
漢
簡
所
見
の
「
賈
・
直
」
を
め
ぐ
っ
て
」　
『
法
制
史
研
究
』
三
六
、
一

九
八
六
年

「
東
ア
ジ
ア
の
な
か
の
日
本
│
韓
国
で
の
集
中
講
義
を
終
え
て
」『
茨
城
大
学
学
生
新
聞
』
一
九
九
〇
年
二
月
二
五
日

「
二
人
の
中
国
人
の
悲
し
い
こ
と
」『
茨
城
大
学
教
養
部
報
』
一
九
九
〇
年
一
二
月
一
日

『
朝
日
人
物
事
典
』
朝
日
新
聞
社
、
一
九
九
〇
年

白
鳥
庫
吉　

榎
一
雄　

西
嶋
定
生　

浜
口
重
国　

植
村
清
二　

三
上
次
男　

板
野
長
八　

守
屋
美
都
雄　

永
積
昭　

鎌
田
茂
雄　

石

田
幹
之
助　

市
村
賛
次
郎　

山
本
達
郎　

山
口
瑞
鳳

「
東
ア
ジ
ア
地
中
海
時
代
の
夜
明
け
」『
新
い
ば
ら
き
』
一
九
九
一
年
一
月
一
四
日
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書
評
：「
平
林
美
鶴
著
『
北
京
の
嵐
に
生
き
る
』」　
『
東
亜
』
二
九
八
、
一
九
九
二
年

「
中
国
陜
西
省
西
安
交
通
大
学
発
見
の
前
漢
天
文
四
神
壁
画
墓
」『
東
方
』
一
四
三
号
、
一
九
九
三
年
二
月

「『
皇
帝
』
た
る
に
は
東
方
を
圧
す
べ
し
│
劉
邦
の
大
粛
清
」『
歴
史
群
像
』
三
三
、
一
九
九
三
年

「
私
と
図
書
│
中
国
古
代
の
木
簡
を
求
め
て
考
え
る
こ
と
」『
茨
城
大
学
附
属
図
書
館
報
』
創
刊
号
、
一
九
九
三
年

「
中
国
古
代
の
文
化
と
シ
ル
ク
ロ
ー
ド
」（
教
育
講
演
会
講
演
要
旨
）『
文
教
水
戸
』
第
三
三
号
、
一
九
九
三
年
三
月
一
七
日

「
始
皇
帝
と
司
馬
遷
の
足
跡
を
追
っ
て
」『
歴
史
と
旅
』
一
九
九
四
年
二
月
号

「
中
国
古
代
の
土
木
技
術
│
秦
の
天
下
統
一
を
支
え
た
城
壁
・
運
河
建
設
の
巨
大
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」『
ク
ロ
ニ
ッ
ク
世
界
全
史
』
講
談
社
、

一
九
九
四
年

「
秦
帝
国
の
形
成
と
地
域
」（
講
演
）『
旧
中
国
に
お
け
る
地
域
社
会
の
特
質
』
名
古
屋
大
学
文
学
部
、
一
九
九
四
年
三
月

「
古
代
巴
蜀
の
治
水
伝
説
の
舞
台
と
そ
の
背
景
│
蜀
開
明
か
ら
秦
李
冰
へ
」『
中
国
水
利
の
歴
史
的
研
究
』
科
学
研
究
費
補
助
金
研
究
成
果

報
告
書
、
一
九
九
四
年

『
詳
解
世
界
史
』
清
水
書
院
、
一
九
九
四
年
四
月

「
東
ア
ジ
ア
文
明
の
成
立
」

1
黄
河
文
明
と
そ
の
周
辺　

2
部
族
国
家
か
ら
古
代
国
家
へ　

3
秦
・
漢
統
一
帝
国
の
形
成

＊
中
国
の
専
制
王
朝
と
農
民
（
民
衆
の
歴
史
二
コ
ラ
ム
）

「
東
ア
ジ
ア
世
界
の
形
成
と
発
展
・
概
観
」

1
三
国
の
分
裂
と
北
方
遊
牧
民
族　

2
江
南
の
開
発
と
南
朝
の
貴
族
社
会　

3
東
ア
ジ
ア
周
辺
民
族
の
動
き　

4
隋
・
唐
帝
国

＊
中
国
古
代
の
南
北
の
生
活
（
民
衆
の
歴
史
三
コ
ラ
ム
）
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『
歴
史
学
事
典
』
二
か
ら
だ
と
く
ら
し
、
弘
文
堂
、
一
九
九
四
年

棺　

屍
衣　

陵　

鶏　

髭

『
小
学
館
百
科
事
典
』
一
九
九
四
年

荊
軻　

推
恩
の
令　

西
域
都
護　

桑
弘
羊　

妲
己　

趙
高　

張
良　

中
原　

陳
勝
呉
広
の
乱　

班
固　

班
超　

明
帝　

蒙
恬　

予
譲　

李
斯　

和
帝　

大
秦

「
始
皇
帝
統
一
事
業
の
実
態
を
明
か
す
」
歴
史
群
像
『
秦
始
皇
帝
』
学
研
、
一
九
九
五
年

「
列
強
の
狭
間
に
消
え
た
王
国　

中
山
王
国
」
同
右

書
評
：
原
宗
子
『
古
代
中
国
の
開
発
と
環
境
『
管
子
』
地
員
篇
研
究
』　
『
史
学
』
第
六
五
巻
第
一
・
二
号
、
一
九
九
五
年

「
上
海
・
長
江
・
南
京
・
黄
河
」『
世
界
歴
史
文
化
大
事
典
』
教
育
出
版
セ
ン
タ
ー
、
一
九
九
五
年

「
歴
史
研
究
と
地
域
│
中
国
古
代
史
の
場
合
」
鉾
田
町
史
研
究
『
七
瀬
』
第
六
号
、
一
九
九
六
年

「
長
江
流
域
の
地
域
史
と
し
て
の
長
江
文
明
│
失
わ
れ
た
巴
蜀
・
荊
楚
・
呉
越
史
の
復
権
」『
日
中
文
化
研
究
』
長
江
文
明
Ⅱ
第
一
〇
号
、

一
九
九
六
年

翻
訳
：
劉
信
芳
「
秦
代
の
竹
簡
」
同
上

コ
メ
ン
ト
：
原
宗
子
「「
農
本
」
主
義
の
採
用
過
程
と
環
境
」『
史
潮
』
新
四
〇
号
、
一
九
九
六
年

「
序
に
か
え
て　

安
剣
星
君
へ
の
お
礼
の
手
紙
」
安
剣
星
『
僕
は
毛
主
席
の
紅
衛
兵
だ
っ
た
』
透
土
社
、
一
九
九
六
年

「
中
国
古
代
の
水
上
交
通
と
江
南
の
徐
福
伝
説
」
佐
賀
徐
福
長
寿
館
開
館
一
周
年
記
念
日
中
友
好
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
「
弥
生
の
ナ
ゾ
│
徐
福

に
迫
る
」
一
九
九
六
年
六
月
二
日
配
布
資
料

「
黄
河
文
明
」『N

E
X

T
A

G
E

』
№
五
一
、
一
九
九
七
年
四
月
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「
中
華
の
形
成
と
東
方
世
界
」『
学
習
院
史
学
』
第
三
六
号
、
一
九
九
八
年

「
天
心
と
中
国
」『
岡
倉
天
心
と
五
浦
』
中
央
公
論
美
術
出
版
、
一
九
九
八
年

「
漢
代
画
像
石
か
ら
の
歴
史
の
読
み
と
り
①
〜
⑧
」『
歴
史
と
地
理
』
五
一
三
〜
五
三
一
、
一
九
九
八
〜
二
〇
〇
〇
年

「
講
演　

中
華
の
形
成
と
東
方
世
界
」『
学
習
院
史
学
』
第
三
六
号
、
一
九
九
八
年

「
始
皇
帝
暗
殺
伝
説
と
そ
の
時
代
」『
始
皇
帝
暗
殺
メ
イ
キ
ン
グ
＆
ス
ト
ー
リ
ー
ブ
ッ
ク
』
角
川
書
店
、
一
九
九
八
年

「
西
嶋
定
生
先
生
の
想
い
出
」『
博
古
研
究
』
第
一
六
号
、
一
九
九
八
年

『
歴
史
学
事
典
』
第
六
巻
「
歴
史
学
の
方
法
」、
弘
文
堂
、
一
九
九
八
年

漢
魏
洛
陽
城
遺
跡　

漢
長
安
城
遺
跡　

唐
長
安
城
遺
跡　

半
坡
遺
跡　

兵
馬
俑　

集
落
遺
跡　

都
城
遺
跡　

墳
墓　

征
服
王
朝

「
ウ
ィ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ゲ
ル
」『
20
世
紀
の
歴
史
家
た
ち
（
三
）
世
界
編
』
刀
水
書
房
、
一
九
九
九
年

「
中
国
文
明
見
直
し
の
新
し
い
視
点
│
中
国
両
大
河
流
域
の
文
明
」『
歴
史
地
理
教
育
』
№
五
八
九
、
一
九
九
九
年

「
検
証
・
秦
の
始
皇
帝
の
戦
い
│
統
一
戦
争
の
実
態
」『
月
刊
し
に
か
』
一
九
九
九
年
二
月
号

「
1
世
界
史
を
学
ぶ
」「
4
黄
河
と
長
江
の
恵
み
」「
5
始
皇
帝
の
時
代
」「
6
国
際
都
市
長
安
の
繁
栄
」「
7
東
ア
ジ
ア
の
海
の
交
流
」
コ

ラ
ム
「
世
界
の
四
大
文
明
論
の
見
直
し
」
Ｎ
Ｈ
Ｋ
教
育
セ
ミ
ナ
ー
『
歴
史
で
見
る
世
界
』
一
九
九
九
年

「
不
老
不
死
を
求
め
た
始
皇
帝
│
不
滅
の
帝
国
の
幻
想
」『
ア
ジ
ア
遊
学
』
二
、
一
九
九
九
年

「
世
界
の
文
化
遺
産　

死
後
の
皇
帝
を
守
る
大
軍
団
」『
週
刊
朝
日
百
科
・
日
本
の
国
宝
』
一
九
九
九
年

「
中
国
史
書
の
伝
統
の
始
ま
り
」『
世
界
の
文
学
』
一
〇
号
、
一
九
九
九
年

「
秦
王
朝
・
帝
国
へ
の
道
」『
月
刊
し
に
か
』
二
〇
〇
〇
年
二
月
号

「
秦
漢
文
明
の
繁
栄
」「
北
魏
征
服
王
朝
の
時
代
」「
兵
馬
俑
の
色
か
ら
見
る
中
国
古
代
史
」『
歴
史
で
見
る
世
界
』
日
本
放
送
出
版
協
会
、
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二
〇
〇
〇
年

「
漢
長
安
城
の
自
然
景
観
」「
漢
長
安
城
調
査
日
記
」「
黄
土
高
原
西
部
調
査
」『
ア
ジ
ア
遊
学
』
二
〇
、
勉
誠
出
版
、
二
〇
〇
〇
年

「
対
談　

中
国
古
代
の
美　

不
思
議
な
輝
き
」（
鶴
間
和
幸
・
谷
豊
信
）『
美
術
の
窓
』
№
二
〇
七
（
生
活
の
友
社
）、
二
〇
〇
〇
年
一
〇
月

「
秦
の
始
皇
帝
と
民
衆
の
生
の
証
│
兵
馬
俑
展
に
寄
せ
て
」『
信
濃
毎
日
新
聞
』
二
〇
〇
〇
年
一
〇
月
二
一
日

「
世
界
四
大
文
明
展
│
自
然
を
生
か
す
知
恵
を
学
べ
」『
北
國
新
聞
』
二
〇
〇
一
年
一
月
一
〇
日

「
古
代
文
明
に
見
え
る
グ
ロ
ー
バ
リ
ズ
ム
」『
キ
ー
ワ
ー
ド
で
探
る　

四
大
文
明
』
Ｎ
Ｈ
Ｋ
出
版
、
二
〇
〇
一
年

「
中
国
文
明
の
遺
産
〜
中
国
文
明
展
に
寄
せ
て
」『
四
国
新
聞
』
二
〇
〇
一
年
二
月
二
三
日

「
泰
山
刻
石
・
琅
邪
台
刻
石
ー
始
皇
帝
帝
国
の
顕
彰
碑
の
虚
実
」『
月
刊
し
に
か
』
二
〇
〇
一
年
三
月
号

「
始
皇
帝
研
究
の
そ
の
後
」『
本
郷
』
三
八
、
二
〇
〇
二
年
三
月

「
秦
の
始
皇
帝
は
な
ぜ
中
国
を
統
一
で
き
た
の
か
？
」「
王
と
皇
帝
」『
月
刊
し
に
か
』
二
〇
〇
二
年
四
月
号

「
秦
始
皇
帝
不
滅
の
帝
国
を
目
指
し
て
」『
甦
る
古
代
文
明
と
王
朝
の
雅　

西
安
』
世
界
一
〇
〇
都
市
、
朝
日
新
聞
社
、
二
〇
〇
二
年

書
評
：「『
岩
波
講
座
東
南
ア
ジ
ア
史
Ⅰ
原
史
東
南
ア
ジ
ア
世
界
』」　
『
東
南
ア
ジ
ア
歴
史
と
文
化
』
三
一
、
二
〇
〇
二
年

「
黄
砂
と
黄
土
高
原
」『
文
明
の
ク
ロ
ス
ワ
ー
ド
』
第
七
三
号
、
二
〇
〇
二
年
六
月

『
歴
史
学
事
典
』
第
一
一
巻
「
宗
教
と
学
問
」
弘
文
堂
、
二
〇
〇
四
年　

焚
書
坑
儒　

文
字
統
一

「
中
国
古
代
文
明
雑
論
」『
歴
史
と
地
理　

世
界
史
の
研
究
』
二
〇
〇
四
年
二
月

『
世
界
史
小
辞
典
』
山
川
出
版
社
、
二
〇
〇
四
年

冊
封
体
制　

東
ア
ジ
ア
文
化
圏　

夏
（
王
朝
）　

孫
子　

中
華
思
想　

洛
陽　

安
陽　

円
銭
（
環
銭
）　

河
姆
渡
遺
跡　

牛
耕
農
法　

卿
大
夫
士　

呉　

黄
河
文
明　

句
践　

襄
公　

諸
侯　

荘
王　

中
原　

鉄
製
農
具　

武
王　

夫
差　

穆
公　

邑　

良
渚
文
化　

馬
王
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堆
漢
墓　

秦
兵
馬
俑
坑　

三
星
堆
遺
跡　

蔡
倫　

外
戚　

豪
族　

五
銖
銭　

太
尉　

張
陵　

南
海
郡　

半
両
銭　

貴
族　

州
県
制　

長
江

「
解
説　

始
皇
帝
を
と
り
ま
く
刺
客
た
ち
│
『H

E
R

O

』
の
歴
史
的
背
景
」『H
E

R
O

ヒ
ー
ロ
ー
』
ソ
ニ
ー
マ
ガ
ジ
ン
ズ
、
二
〇
〇
三
年

「
地
下
か
ら
の
贈
り
物　

簡
牘
資
料
の
価
値
と
研
究
状
況
（
三
）
始
皇
帝
の
時
代
の
新
出
土
資
料
│
睡
虎
地
秦
簡
・
龍
崗
秦
簡
・
里
耶
秦

簡
│
」『
東
方
』
二
七
七
、
二
〇
〇
四
年

「
解
明
進
む
始
皇
帝
の
帝
国
」『
産
経
新
聞
』
二
〇
〇
四
年
九
月
四
日

「
大
兵
馬
俑
展
の
見
所
」『
う
え
の
』
№
五
四
六
、
二
〇
〇
四
年
一
〇
月

「
兵
馬
俑
・
始
皇
帝
陵　

時
を
超
え
た
謎
と
伝
説
」
中
国
遙
か
な
る
美
と
世
界
遺
産
の
旅
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
：
阪
急
旅
行
社
、
二
〇
〇
四
年

九
月

「
地
下
帝
国
の
夢　

大
兵
馬
俑
展
│
今
、
甦
る
始
皇
帝
の
兵
士
た
ち
│
」『
産
経
新
聞
』
二
〇
〇
四
年

「
地
下
宮
殿
の
守
り
人
（
上
）（
下
）
〜
「
大
兵
馬
俑
展
」
に
寄
せ
て
」『
聖
教
新
聞
』
二
〇
〇
四
年
一
〇
月
一
四
日
、
二
一
日

「
大
兵
馬
俑
展
│
今
、
甦
る
始
皇
帝
の
兵
士
た
ち
」『
新
美
術
新
聞
』
二
〇
〇
四
年
一
〇
月
一
一
日

「
中
国
史
の
古
代
と
現
代
」『
史
学
雑
誌
』
コ
ラ
ム
歴
史
の
風
、
二
〇
〇
四
年
一
一
月

「
取
り
巻
く
兵
馬　

城
内
に
文
官　

水
鳥
集
う
川
辺
も
」『
朝
日
新
聞
』
二
〇
〇
四
年
一
一
月
一
三
日
夕
刊

「
天
駆
け
る
巨
龍
と
フ
ァ
ー
ス
ト
エ
ン
ペ
ラ
ー
た
ち　

中
国
を
知
ら
ず
に
日
本
も
世
界
も
語
れ
な
い
」『
朝
日
新
聞
』
二
〇
〇
四
年
一
一
月

一
五
日

「
中
国
の
世
界
遺
産
」『
世
界
遺
産
と
歴
史
学
』
山
川
出
版
社
、
二
〇
〇
五
年

『
歴
史
学
事
典
』
第
一
二
巻
「
王
と
国
家
」、
弘
文
堂
、
二
〇
〇
五
年　

古
代
国
家　

中
国　

始
皇
帝　

巡
幸　

治
水
行
政　

治
水
灌
漑
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「
秦
始
皇
帝
研
究
の
最
前
線
」『
史
鏡
』
第
五
二
号
、
二
〇
〇
六
年

「
秦
の
時
代
」「
始
皇
帝
と
司
馬
遷
」「
孔
子
と
儒
教
」『
週
刊
シ
ル
ク
ロ
ー
ド
紀
行
』
№
四
二
、
朝
日
新
聞
社
、
二
〇
〇
六
年

「
秦
兵
馬
俑
が
伝
え
る
始
皇
帝
の
世
界
」『
ア
ジ
ア
遊
学
』
九
六
、
特
集
資
料
に
見
る
最
新
中
国
史
、
二
〇
〇
七
年
、

「「
史
記
」
の
魅
力
」
北
方
謙
三
『
史
記
武
帝
紀
』
一
、
角
川
春
樹
事
務
所
、
二
〇
〇
八
年

「
講
演　

東
ア
ジ
ア
海
の
文
明
を
求
め
て
」『
学
習
院
史
学
』
第
四
六
号
、
二
〇
〇
八
年

「
秦
始
皇
帝　

中
国
史
上
の
統
一
を
成
し
た
天
下
の
覇
者
」『
歴
史
読
本　

中
国
4 

0 

0 

0
年
皇
帝
覇
業
へ
の
道
』
二
〇
〇
九
年

「
武
帝
を
支
え
た
二
人
の
皇
女
」
北
方
謙
三
『
史
記
武
帝
紀
』
二
、
角
川
春
樹
事
務
所
、
二
〇
〇
九
年

「
茂
陵
に
想
う
」
北
方
謙
三
『
史
記
武
帝
紀
』
三
、
角
川
春
樹
事
務
所
、
二
〇
一
〇
年

「
霍
去
病
の
石
像
の
謎
」
北
方
謙
三
『
史
記
武
帝
紀
』
四
、
角
川
春
樹
事
務
所
、
二
〇
一
〇
年

「
環
境
変
動
と
人
類
集
団
の
移
動　

中
国
に
お
け
る
集
団
の
移
動
を
中
心
に
」『
地
球
環
境
学
事
典
』
弘
文
堂
、
二
〇
一
〇
年

「
武
帝
と
汗
血
馬
」
北
方
謙
三
『
史
記
武
帝
紀
』
五
、
角
川
春
樹
事
務
所
、
二
〇
一
一
年

「
国
家
財
政
の
破
綻
と
再
建
〜
武
帝
と
桑
弘
羊
」
北
方
謙
三
『
史
記
武
帝
紀
』
六
、
角
川
春
樹
事
務
所
、
二
〇
一
一
年

「
秦
始
皇
帝
の
中
華
帝
国
へ
の
夢
」『
中
夏
文
明
の
誕
生
』
講
談
社
、
二
〇
一
二
年

「
武
帝
の
死
」
北
方
謙
三
『
史
記
武
帝
紀
』
七
、
角
川
春
樹
事
務
所
、
二
〇
一
二
年

「
秦
始
皇
帝
陵
と
兵
馬
俑
│
衛
星
画
像
を
用
い
た
自
然
環
境
の
復
元
調
査
を
ふ
ま
え
て
│
」
日
本
女
子
大
学
文
化
学
会
『
文
化
学
研
究
』

第
二
〇
号
、
二
〇
一
一
年

「
封
建
・
郡
県
」「
遣
策
」『
中
国
文
化
史
大
事
典
』
大
修
館
書
店
、
二
〇
一
三
年

「
宇
宙
と
地
下
か
ら
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
│
秦
始
皇
帝
陵
と
そ
の
自
然
環
境
」『
七
隈
史
学
』
一
七
、
二
〇
一
四
年
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特
別
対
談
：
鶴
間
和
幸
・
北
方
謙
三
「
人
間
・
始
皇
帝
の
魅
力
に
迫
る
」『
文
学
』
二
〇
一
六
年
一
・
二
月
号

「
秦
の
文
字
の
統
一
の
実
態
」『
漢
字
三
千
年
│
漢
字
の
歴
史
と
美
│
』
黄
山
美
術
社
、
二
〇
一
六
年

「
漢
字
三
千
年
展
に
見
る
始
皇
帝
の
時
代
」『
東
方
』
四
三
七
、
二
〇
一
七
年
七
月

「
は
し
が
き
」「
始
皇
帝
」「

」「
趙
高
」「
二
世
皇
帝
胡
亥
」『
悪
の
歴
史
』
清
水
書
店
、
二
〇
一
七
年

「
李
斯　

始
皇
帝
を
支
え
続
け
た
男
の
悲
劇
」『
悪
の
歴
史　

東
ア
ジ
ア
編
』
特
別
付
録
、
清
水
書
院
、
二
〇
一
八
年

「
秦
始
皇
帝
の
焚
書
坑
儒
の
真
相
」『
文
化
遺
産
の
意
図
的
な
破
壊
│
人
は
な
ぜ
本
を
焼
く
の
か
│
』
文
化
遺
産
国
際
協
力
コ
ン
ソ
ー
シ
ア

ム
、
二
〇
二
〇
年

「
中
国
古
代
の
任
俠
」『
俠
の
歴
史
』
東
洋
編
上
、
清
水
書
院
、
二
〇
二
〇
年

「
講
演　

中
国
古
代
美
術
の
海
外
流
出
」『
学
習
院
史
学
』
第
五
八
号
、
二
〇
二
〇
年

対
談
：
天
児
慧
・
鶴
間
和
幸
「「
中
国
の
歴
史
」
か
ら
読
み
解
く
現
代
中
国
の
リ
ア
リ
テ
ィ
」
講
談
社
『
本
』
二
〇
二
〇
年
一
二
月
号

対
談
：
鶴
間
和
幸
・
上
田
信
「
史
料
は
小
説
よ
り
奇
な
り　

全
集
「
中
国
の
歴
史
」（
講
談
社
学
術
文
庫
版
）
を
め
ぐ
っ
て
」『
週
刊
読
書

人
』
二
〇
二
一
年
一
月
一
日
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上


